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 ～どうして宿舎で交流しないの！～ 
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1.  背景 
筑波大学は日本でも有数の規模の学生宿舎を有している。

一の矢、平砂、追越、春日の4エリアにわたり、日本全国か
ら集まる入学者や留学生の受け皿として機能している。国
際化拠点事業（グローバル30）の採択を受け、2009年に全
体学生数の約8％であった留学生を2020年には25%まで引
き上げる目標を定めた（最新の2014年の調査では1889人。）
近年、留学生の多くが学生宿舎に住んでおりそのカタチが
大きく変わろうとしている。 
今後の留学生数の増加によって現在よりも多くの居室を

留学生が占めるようになることが考えられ、日本人留学生
ともに快適な宿舎生活を実現するためには学類・学年を超
えてさらに国籍という大きな垣根を超えたコミュニケーシ
ョンが必要となってくる。しかしながら現在の宿舎では、
日本人同士でも相互不干渉のまま暮らしていることがうか
がえ、留学生との混住も現段階では進んでいないことが考
えられる。 
前提として、まず日本人同士でのコミュニケーションが

円滑に行われるために何が必要なのか、そして留学生との
共同生活を浸透させていくために現段階から混住を進めて
いくための施策を議論することにした。 
 
2.  目的 
コミュニケーションの取りやすい学生宿舎の将来像を提案
し、どのような効果が期待されるのかを明らかにする。ま
た、そのために①学生宿舎の共用スペースの使われ方②宿
舎制度・空間構成とコミュニケーションの取られ方の関係
性を調査する。 
 
3.  調査 
(1) 文献調査 

 
表1	
 グローバルレジデンス整備事業の概要	
 

名称 インターナショナルハウス 
大学 筑波大学 
場所 平砂エリア内テニスコート前 
棟数 レジデンス A,B計 2棟 

収容人数 5人×100ユニット計 500人 
部屋面積 1個室 9㎡ 

1ユニット 90㎡ 
月額 
宿舎料 未定 
居住形式 ルームシェア 
運用開始
予定 

レジデンス A2017年度 
レジデンス B2018年度 

グローバルレジデンス整備事業の一環として交流施設コ
ミュニティプラザと並行して建てられる予定。その他一の
矢学生宿舎6・8号棟, 31～35号棟, 38号棟をショートステイ
ハウスとして改修する。（表1参照） 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 現地調査・ヒアリング調査 
① 筑波大学学生宿舎 
私たちはまず筑波大学学生宿舎をその空間構成から11

のタイプへと分類し（図1および付録参照）、特に見学す
る必要があると思われるもの6棟を現地調査した。（表2参
照） 

 
表2	
 筑波大学学生宿の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図1	
 宿舎構造によるタイプ分け 
 

② 東京外国語大学宿舎見学 
   国際交流会館1,2号館は留学生及び外国人研究所向け、 3
号館は日本人と留学生の混住向けとなっている。交流スペ
ースの解放は9時から23時までで、大学主催の交流パーティ
が定期的に行われる。 
しかし主な交流の空間が一階へと集約された結果として各
階の共有スペースは手狭なものとなっている。留学生課の
方によれば、3号館は民間への委託とそこでの交渉によって
建設費や管理費を入居費用から捻出することに決まったた
め、一定の入居者を確保する必要が生じ、交流スペースの
分の予算や空間を個室へと回さねばならなくなったからだ

という。（表3参照） 
表3	
 東京外国語大学国際交流会館3号館の概要 

名称 国際交流会館 3号館 
大学 東京外国語大学 

見学日時 2015年 5月 29日(金)11:00～ 
部屋数 230室 
現入居者 日本人 99人	
 留学生 117人 
部屋面積 14㎡＋バルコニー 
月額 
宿舎料 46000円 
居住形式 個室 
 
③ 国際基督教大学宿舎見学    
国際基督教大学は寮生活をリベラルアーツ教育の一環と

して位置づけ、1～4年生向けの学部5寮とグローバルハウス、
新入生向けの欅寮、銀杏寮、樫寮の計9棟を有している。収
容定員は全学生の約1/4に当たる600名。ソファや洗濯機、
キッチンなどを共用するかたちを採用している。その他、
一階のラウンジや浴場をも含めた寮全体が交流の場となっ
ている。寮の運営は学生によって自発的に開かれる集会で
議論、決定され、ルール改善が必要な場合は大学側と交渉
するという。（表4参照） 
 

表4	
 国際基督教大学グローバルハウスの概要 
名称 グローバルハウス 

大学 国際基督教大学 
見学日時 2015年 5月 29日(火)14:30～ 

部屋数 4人×16ユニット 
4個室（チューター用） 

現入居者 日本人 32人	
 留学生 32人 
チューター4人	
 計 68人 

月額 
宿舎料 

47400円 
（初年度宿舎料 569000円） 

居住形式 ルームシェア 
 
(3)    アンケート調査 
対象：メカトロニクス機構学、日本の社会、高齢者福祉論、
居住空間の住まいと設計、電気回路、臨床社会心理学等の
受講者607人 
実施日：6月3日~9日 
質問内容：筑波大学学生宿舎における交流の実態について、
また宿舎に対する意見と要望について。 
 
① 同じフロアで話せる人の数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図2	
 同じフロアで話せる人の数 
 

それぞれのタイプにおける平均友人数はタイプ1（リビン
グキッチン型）が2.3人、タイプ2（ユニット型）が2.75人、
タイプ4（中廊下型）が2.3人となる。これをフロア収容人
数に対する友人の割合へと直すと順に23％、25％、8％と、
廊下長い型が格段に少ないことがわかる。よってフロア内
の人数が多くとも必ずしもより多くの人と友達になれるわ
けではないとわかる。 

 
② 同じフロアの人と仲良くなるきっかけ(複数回答可) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図3	
 同じフロアの人と仲良くなるきっかけ 

 
タイ	
 	
 タイプ1（リビングキッチン型）における同じフロアの人

と仲良くなるきっかけは「シャワー待ち」26％「調理中」
27％となっている。 
これは、リビングキッチン型のリビングキッチンがシャ

ワー室と隣接していることの影響が大きいためではないか
と推察される。 

 
 

③ 同じフロアの人と会話をする主な場所(複数回答) 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

             
 

 
図4	
 同じフロアの人と会話をする主な場所 

 
タイプ1（リビングキッチン型）の住人は廊下26％、調理

場35％と、廊下やその他の場所よりリビングキッチンで普
段から会話していることがわかる。 

 
④ 同フロアの人との間で起きたトラブル(複数回答可) 
同フロアの人との間で起きたトラブル（複数回答可） 

タイプ4（中廊下型）は、騒音トラブルがタイプ1,2と比べ
10パーセントととくに高くなっている。これはタイプ4が中
廊下で廊下が一続きになってしまっていることに原因があ
ると考えられる。 
 
⑤ 共用スペースの使用法(複数回答可) 

タイプ1（リビングキッチン型）は「洗濯物」「物置」の割
合が7％であるのと比べ、タイプ2,4（ユニット型及び中廊
下型）	
 は約20％と、非常に高くなっている。このことか
ら、もっとよい共有スペースの使い方ができるのではない
かと考えられる。 
 
４．提案 
今までの調査を踏まえ、空間と制度の2つの面から学生宿舎
の将来像を提案していく 
 
 
 
 
 

名称 筑波大学学生宿舎 
大学 筑波大学 
棟数 一の矢, 平砂, 追越, 春日 

計4エリア60棟 

部屋数 
1人部屋 3430室 
2人部屋 153室 
世帯室  251室 

部屋面積 
1人部屋 10㎡ 
2人部屋 30㎡ 
世帯用  30~41㎡ 

月額 
宿舎料 

1人部屋 13530or14830円 
2人部屋 31660円 
世帯用  22769~27696円 

居住形式 個室 
＋キッチン,トイレ,シャワー共用 

備考 

学群の新入生は優先的に入居することが
できる。各エリア共用棟には管理事務室,
理容室もしくは美容室＋電気店があり、そ
の他平砂共用棟には食堂と共同浴場が、一
の矢共用棟には売店がある。 

名称 一の矢学生宿舎2,23,38号棟 
平砂学生宿舎3,4,7号棟 

見学日時 2015年5月19日(火)15:00～ 



 
空間(1)「もっとコミュニケーション」プラン	
 タイプ1 
Before	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 After 
 
 
 
 
 
 
 
 

図5	
 タイプ１のBefore・After 
リビングキッチンをフローリング化し、そこに新たに椅

子や食器棚、ベンチなどを設置することで、料理やシャワ
ー待ちのとき等さまざまな交流の場面でより活用されるス
ペースを目指す。 

 
空間(2)「ユニット化で仲良し」プラン	
 タイプ2 
Before	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 After 
 
 
 
 
 
 
 
 

図6	
 タイプ２のBefore・After 
 
	
 共用スペースをフローリング化し、そこに新たに本棚や
机、椅子を設置することで、物置、洗濯物干し場から食事
スペース、シャワー待ちの場への転換を図る。 
 
空間(3)「静かになって円満」プラン	
 タイプ4 
Before	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 After 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図7	
 タイプ３のBefore・After 
 
大きな1フロアを壁で隔てることでフロア人数を半減させ、
騒音の減少を期待し、また話しやすい空間への転換を図る。 
 
制度	
 入居の仕組みを変える 
	
 棟によって日本人と留学生の割合に大きな差があり、ま
たとくに未回収等の留学生割合が高いという現状を考慮し、
前述の3つのプランで未改修棟を改修したうえで旧未改修
棟を留学生との混住のため活用する。 
 
提案まとめ   実施後はどうなるか？ 
	
 アンケート調査より、宿舎での交流に積極的な日本人ま
たは留学生とそうでない日本人または留学生に二分し、そ
の割合から考慮される人数をまとめる。 
 
	
 表5	
 宿舎交流に対する日本人と留学生の意識の差 
 日本人 留学生 合計 
宿舎交流派 958 712 1670 
宿舎非交流派 616 460 1076 
宿舎交流派をグローバルレジデンスとこの提案によって

新たに設置される交流棟へとわりふると、前者の居室数が
500室、後者の居室数が1210室なので下表のような割合に
おいて混住が達成される。このとき宿舎非交流派は日本人
を一般棟へ、留学生を留学生棟へとそれぞれわりふること

とする。（図8・9参照） 
	
 	
 	
 	
 	
 表6	
 学生の宿舎割り振り案 
 居室数 日本人 

割合 
留学生 

グローバルレ
ジデンス 500 287 57.40％ 

213 42.60％ 
新・交流棟 1210 671 57.40％ 

499 42.60％ 
一般棟 2251 616 78.60％ 

168 21.40％ 
留学生棟 292 0 0％ 

292 100％ 
宿舎での交流に対して積極的な日本人または留学生向け

にはよりコミュニケーションしやすい場を、そうでない日
本人または留学生向けにもコミュニケーションを取りたい
ときに取れるような場をこのプランなら提供することがで
きるはずである。 
 
5.結論 
「空間」と「制度」の両面から改善をすることで、将来、
入居者同士がコミュニケーションをとり日本人と留学生が
混住する学生宿舎が可能になる。 
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図8	
 提案後の一般学生・留学生の学生宿舎割り振り	
 

	
 
付録	
 宿舎のタイプ別平面図	
 
	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

タイプ１ 

タイプ２ 

タイプ４ タイプ５ 

タイプ３ タイプ７ 

タイプ６ 

タイプ８ 

タイプ９ 

タイプ10 

タイプ11 

図9	
 提案後の一般学生・留学生の学生宿舎割り振り（一
の矢） 


